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(百万円未満切捨て)

１．2025年８月期第２四半期（中間期）の連結業績（2024年９月１日～2025年２月28日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年８月期中間期 42,199 9.8 2,290 42.9 2,465 34.3 1,659 30.1

2024年８月期中間期 38,434 △7.4 1,603 △52.4 1,836 △44.9 1,275 △44.3
(注) 包括利益 2025年８月期中間期 1,701百万円( 6.9％) 2024年８月期中間期 1,591百万円(△20.2％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2025年８月期中間期 123.86 －

2024年８月期中間期 95.33 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年８月期中間期 68,649 43,011 62.4

2024年８月期 65,600 41,628 63.2
(参考) 自己資本 2025年８月期中間期 42,858百万円 2024年８月期 41,474百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年８月期 － 50.00 － 52.00 102.00

2025年８月期 － 56.00

2025年８月期(予想) － 56.00 112.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年８月期の連結業績予想（2024年９月１日～2025年８月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 81,000 4.1 4,100 15.2 4,250 8.9 3,000 9.9 224.05
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 １社（社名）
SHINWA(INDIA)ENGINEERING &
TRADING PRIVATE LIMITED

、除外 社（社名）

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年８月期中間期 14,415,319株 2024年８月期 14,415,319株

② 期末自己株式数 2025年８月期中間期 1,013,628株 2024年８月期 1,025,694株

③ 期中平均株式数（中間期） 2025年８月期中間期 13,394,731株 2024年８月期中間期 13,382,183株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合
理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能
性があります。業績予想の前提となる仮定および業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、添付資料３ページ「当中間期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。



1

○添付資料の目次

１．当中間期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………………２

（１）当中間期経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………２

（２）当中間期財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………３

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ………………………………………………………３

２．中間連結財務諸表及び主な注記 ………………………………………………………………………………４

（１）中間連結貸借対照表 ………………………………………………………………………………………４

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書 ……………………………………………………６

中間連結損益計算書 ……………………………………………………………………………………………６

中間連結包括利益計算書 ………………………………………………………………………………………７

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書 ……………………………………………………………………８

（４）中間連結財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………………………………９

（会計方針の変更に関する注記） ……………………………………………………………………………９

（セグメント情報等の注記） …………………………………………………………………………………９

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………………………………………10

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………………………10



2

１．当中間期決算に関する定性的情報

（１）当中間期経営成績に関する説明

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、企業業績の回復や雇用・所得環境の改善など緩やかな持直しの動き

がみられたものの、ウクライナ・中東情勢などの地政学的リスクの増大、中国経済の減速や米国における対外経済

政策への不確実性の高まりに加え、物価上昇による個人消費への影響や人手不足の深刻化が懸念されるなど依然と

して先行き不透明な状況が継続しました。

当社グループの主要ユーザーである自動車業界におきましては、国内の自動車生産台数は前年を下回る状況が続

きましたが、足元では回復基調となりました。設備投資は中長期的なＥＶシフトの動きを背景として、電気自動

車・車載電池関連を中心に堅調に推移しました。

このような事業環境のなか、当社グループでは、第４次中期経営計画「Change！ Shinwa Moving Forward

2026」の業績目標達成に向けて、収益改善の強化と成長市場・新領域への事業展開を最重要課題として取り組んで

まいりました。本年１月には、東京ビッグサイトで開催されたアジア最大級のエレクトロニクス製造・実装展「イ

ンターネプコンジャパン」に出展し、自社製品の超精密塗布装置「クスパ」の新機種や自動運転に関連した商品を

出展し、次世代ものづくりをサポートする進和の事業をアピールしました。

その結果、当中間連結会計期間における売上高は421億99百万円（前年同期比9.8％増）、経常利益は24億65百万

円（前年同期比34.3％増）、親会社株主に帰属する中間純利益は16億59百万円（前年同期比30.1％増）となりまし

た。

セグメントごとの業績は、次のとおりであります。

①日本

自動車メーカー・同部品メーカー向け生産設備・材料の売上が好調に推移しました。特に車載電池向け生産設

備や工場内物流を自動化するＡＭＲ（自律走行搬送ロボット）の売上が堅調に推移したことにより、売上高は357

億61百万円（前年同期比19.0％増）、セグメント利益は14億72百万円（前年同期比141.6％増）となりました。

②米州

日系自動車メーカー向け材料・消耗品の売上が堅調に推移しましたが、プロジェクト案件が前年より減少した

ことにより、売上高は55億10百万円（前年同期比8.0％減）、セグメント利益は５億27百万円（前年同期比12.6％

減）となりました。

③アジア・パシフィック

東南アジアの自動車市場の低迷により、日系自動車メーカー向け生産設備・材料の売上は前年同期比減少しま

したが、当中間連結会計期間より当セグメントに含めた非連結子会社であったSHINWA(INDIA)ENGINEERING &

TRADING PRIVATE LIMITED（インド）の業績が寄与したことにより、売上高は25億20百万円（前年同期比0.0％

増）、セグメント利益は３億15百万円（前年同期比3.4％増）となりました。

なお、当中間連結会計期間より、非連結子会社であったSHINWA(INDIA)ENGINEERING & TRADING PRIVATE

LIMITED（インド）について重要性が増したことに伴い、連結の範囲に含めております。

SHINWA(INDIA)ENGINEERING & TRADING PRIVATE LIMITED（インド）を連結の範囲に含めたことに伴い、報告セグ

メントの区分方法を見直しております。 従来のSHINWA INTEC Co., Ltd.（タイ）、PT.SANTAKU SHINWA

INDONESIA（インドネシア）およびSHINWA INTEC MALAYSIA SDN. BHD.（マレーシア） の区分を「東南アジア」

から「アジア・パシフィック」へ名称変更し、SHINWA(INDIA)ENGINEERING & TRADING PRIVATE LIMITED（イン

ド）を当期分より「アジア・パシフィック」に含めております。

④中国

中国経済の減速による日系自動車メーカーの設備投資の抑制などの影響により、売上高は24億11百万円（前年

同期比25.9％減）、セグメント損失は20百万円（前年同期は57百万円のセグメント利益）となりました。

⑤その他

イギリス日系空調機器メーカー向け生産設備や材料の売上の反動減による影響が大きく、売上高は３億６百万

円（前年同期比60.0％減）、セグメント損失は４百万円（前年同期は43百万円のセグメント利益）となりまし

た。

なお、セグメント別の売上高は、セグメント間の内部売上高を含めて記載しております。
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（２）当中間期財政状態に関する説明

①資産、負債および純資産の状況

当中間連結会計期間末の総資産は686億49百万円となり、前連結会計年度末に比べ30億49百万円増加しました。

流動資産は前連結会計年度末に比べ33億１百万円増加し、563億10百万円となりました。これは主に、受取手形

が40百万円、電子記録債権が７億11百万円、売掛金が８億44百万円減少しましたが、現金及び預金が15億28百万

円、商品及び製品が19億58百万円、原材料及び貯蔵品が54百万円、仕掛品が３億51百万円、前渡金の増加等によ

り流動資産のその他が10億４百万円増加したことによるものであります。

固定資産は前連結会計年度末に比べ２億51百万円減少し、123億39百万円となりました。これは主に有形固定資

産のその他が１億82百万円、投資その他の資産のその他が５百万円増加しましたが、有形固定資産の建物及び構

築物が１億13百万円、無形固定資産のその他が１億14百万円、投資その他の資産の投資有価証券が２億11百万円

減少したことによるものであります。

流動負債は前連結会計年度末に比べ17億14百万円増加し、237億29百万円となりました。これは主に、電子記録

債務が13億５百万円減少しましたが、支払手形及び買掛金８億76百万円、未払法人税等が２億98百万円、契約負

債が17億52百万円、引当金が23百万円、未払消費税等の増加等により流動負債のその他が68百万円増加したこと

によるものであります。

固定負債は前連結会計年度末に比べ48百万円減少し、19億８百万円となりました。

純資産は前連結会計年度末に比べ13億83百万円増加し、430億11百万円となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ14億８百万円増加し、210億31

百万円となりました。

当中間連結会計期間末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、20億95百万円（前年同期は３億92百万円の収入）となりました。

これは主に棚卸資産の増加額23億45百万円、仕入債務の減少額５億36百万円、前渡金の増加額９億93百万円、

法人税等の支払額４億62百万円により資金が減少しましたが、税金等調整前中間純利益24億63百万円、売上債

権の減少額17億50百万円、契約負債の増加額17億57百万円などにより資金が増加したことなどによるものであ

ります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、２億56百万円（前年同期は36億54百万円の支出）となりました。

これは主に定期預金の払戻による収入２億51百万円、投資有価証券の売却及び償還による収入２億円により

資金が増加しましたが、定期預金の預入による支出３億20百万円、有形及び無形固定資産の取得による支出４

億８百万円により資金が減少したことなどによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、７億19百万円（前年同期は７億45百万円の支出）となりました。

これは主に配当金の支払額６億95百万円、リース債務の返済による支出22百万円により資金が減少したこと

などによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年８月期の連結業績予想につきましては、2024年10月15日に公表いたしました業績予想から変更しておりま

せん。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年８月31日)

当中間連結会計期間
(2025年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 19,862,641 21,391,413

受取手形 109,877 68,959

売掛金 12,355,581 11,511,378

電子記録債権 7,400,431 6,688,866

商品及び製品 7,581,588 9,539,938

仕掛品 1,666,476 2,017,736

原材料及び貯蔵品 647,484 702,336

その他 3,388,471 4,392,747

貸倒引当金 △3,892 △3,359

流動資産合計 53,008,661 56,310,016

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,146,313 3,032,724

その他（純額） 4,902,139 5,084,789

有形固定資産合計 8,048,453 8,117,514

無形固定資産

のれん 18,900 16,800

その他 869,562 755,218

無形固定資産合計 888,462 772,018

投資その他の資産

投資有価証券 2,857,237 2,645,721

その他 799,298 805,089

貸倒引当金 △2,100 △900

投資その他の資産合計 3,654,435 3,449,911

固定資産合計 12,591,351 12,339,444

資産合計 65,600,012 68,649,461

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 11,957,980 12,834,607

電子記録債務 4,774,243 3,469,174

未払法人税等 398,568 696,931

契約負債 3,361,942 5,114,922

引当金 401,956 425,215

その他 1,120,217 1,188,716

流動負債合計 22,014,908 23,729,568

固定負債

退職給付に係る負債 47,872 59,498

その他 1,908,886 1,848,945

固定負債合計 1,956,759 1,908,443

負債合計 23,971,667 25,638,011
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年８月31日)

当中間連結会計期間
(2025年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 951,106 951,106

資本剰余金 1,735,112 1,761,912

利益剰余金 36,554,566 37,858,936

自己株式 △771,685 △762,525

株主資本合計 38,469,098 39,809,429

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 991,618 1,014,513

繰延ヘッジ損益 7,021 △2,178

土地再評価差額金 △641,184 △641,184

為替換算調整勘定 2,647,833 2,678,303

その他の包括利益累計額合計 3,005,289 3,049,453

非支配株主持分 153,956 152,565

純資産合計 41,628,345 43,011,449

負債純資産合計 65,600,012 68,649,461
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2023年９月１日
至 2024年２月29日)

当中間連結会計期間
(自 2024年９月１日
至 2025年２月28日)

売上高 38,434,985 42,199,508

売上原価 32,684,838 35,385,540

売上総利益 5,750,146 6,813,968

販売費及び一般管理費 4,147,076 4,523,436

営業利益 1,603,070 2,290,531

営業外収益

受取利息 24,709 48,244

受取配当金 24,335 28,299

為替差益 － 19,160

受取賃貸料 16,817 17,695

受取還付金 152,431 42,692

その他 21,194 24,847

営業外収益合計 239,487 180,939

営業外費用

支払利息 800 754

為替差損 3,762 －

投資有価証券償還損 － 1,375

その他 1,335 3,482

営業外費用合計 5,898 5,612

経常利益 1,836,659 2,465,858

特別利益

固定資産売却益 5,569 2,703

特別利益合計 5,569 2,703

特別損失

固定資産除売却損 3,884 4,748

その他 293 －

特別損失合計 4,178 4,748

税金等調整前中間純利益 1,838,050 2,463,813

法人税、住民税及び事業税 583,947 827,151

法人税等調整額 △22,936 △23,422

法人税等合計 561,011 803,729

中間純利益 1,277,039 1,660,084

非支配株主に帰属する中間純利益 1,362 988

親会社株主に帰属する中間純利益 1,275,677 1,659,095
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中間連結包括利益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2023年９月１日
至 2024年２月29日)

当中間連結会計期間
(自 2024年９月１日
至 2025年２月28日)

中間純利益 1,277,039 1,660,084

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 208,484 22,894

繰延ヘッジ損益 － △9,199

為替換算調整勘定 106,029 27,952

その他の包括利益合計 314,513 41,648

中間包括利益 1,591,552 1,701,732

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 1,590,281 1,703,260

非支配株主に係る中間包括利益 1,271 △1,527
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2023年９月１日
至 2024年２月29日)

当中間連結会計期間
(自 2024年９月１日
至 2025年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 1,838,050 2,463,813

減価償却費 538,367 530,169

のれん償却額 9,564 2,100

貸倒引当金の増減額（△は減少） 751 △1,733

賞与引当金の増減額（△は減少） 37,922 32,442

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △24,060 △19,160

受取利息及び受取配当金 △49,045 △76,543

為替差損益（△は益） △8,336 △51,410

支払利息 800 754

有形固定資産売却損益（△は益） △5,284 △2,227

売上債権の増減額（△は増加） △2,782,622 1,750,708

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,189,378 △2,345,431

仕入債務の増減額（△は減少） 1,371,924 △536,398

未払消費税等の増減額（△は減少） △69,204 125,630

前渡金の増減額（△は増加） 1,096,991 △993,629

契約負債の増減額（△は減少） 214,213 1,757,661

その他 △147,843 △147,827

小計 832,812 2,488,918

利息及び配当金の受取額 39,854 65,460

利息の支払額 △802 △754

法人税等の支払額 △479,482 △462,270

法人税等の還付額 － 3,789

営業活動によるキャッシュ・フロー 392,381 2,095,143

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △3,451,345 △320,638

定期預金の払戻による収入 118,545 251,920

有形及び無形固定資産の取得による支出 △317,835 △408,791

有形及び無形固定資産の売却による収入 3,605 23,597

投資有価証券の売却及び償還による収入 － 200,000

その他 △7,235 △2,114

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,654,265 △256,025

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △722,151 △695,674

リース債務の返済による支出 △23,433 △22,994

自己株式の取得による支出 △330 △405

非支配株主への配当金の支払額 － △75

その他 － 56

財務活動によるキャッシュ・フロー △745,915 △719,092

現金及び現金同等物に係る換算差額 34,915 △14,735

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,972,884 1,105,289

現金及び現金同等物の期首残高 17,269,620 19,623,491

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 164,236 303,197

現金及び現金同等物の中間期末残高 13,460,971 21,031,979
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

(法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準等の適用)

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28

号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っております。なお、当該会計方針の変更による中間連結財務諸表に与える影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当中間連結会計期間の期首から適用して

おります。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前中間連結会計期間及び前連結会計年度については遡及適用後

の中間連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前中間連結会計期間の

中間連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表に与える影響はありません。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2023年９月１日 至 2024年２月29日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

報告セグメント

その他（注）
（千円）

合計
（千円）日本

（千円）
米州

（千円）

アジア・
パシフィック
（千円）

中国
（千円）

計
（千円）

売上高

外部顧客への売上高 26,689,186 5,591,763 2,505,413 3,004,364 37,790,728 644,256 38,434,985

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

3,373,013 399,498 14,055 250,254 4,036,822 121,836 4,158,659

計 30,062,200 5,991,262 2,519,469 3,254,619 41,827,551 766,092 42,593,644

セグメント利益 609,416 603,993 304,848 57,518 1,575,777 43,321 1,619,099

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州の現地法人の事業活動を含ん

でおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

利益
金額

（千円）

報告セグメント計 1,619,099

セグメント間取引消去 35,803

未実現利益の調整 △51,832

中間連結損益計算書の営業利益 1,603,070
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Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2024年９月１日 至 2025年２月28日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

報告セグメント

その他（注）
（千円）

合計
（千円）日本

（千円）
米州

（千円）

アジア・
パシフィック
（千円）

中国
（千円）

計
（千円）

売上高

外部顧客への売上高 32,271,740 5,070,675 2,463,529 2,176,195 41,982,140 217,367 42,199,508

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

3,489,824 439,399 56,641 235,367 4,221,232 88,692 4,309,924

計 35,761,565 5,510,074 2,520,170 2,411,562 46,203,373 306,059 46,509,432

セグメント利益
又は損失（△）

1,472,225 527,709 315,336 △20,055 2,295,216 △4,746 2,290,470

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州の現地法人の事業活動を含ん

でおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

利益
金額

（千円）

報告セグメント計 2,290,470

セグメント間取引消去 105,610

未実現利益の調整 △105,549

中間連結損益計算書の営業利益 2,290,531

３．報告セグメントの変更等に関する事項

当中間連結会計期間より、非連結子会社であったSHINWA(INDIA)ENGINEERING & TRADING PRIVATE LIMITED（イン

ド）について重要性が増したことに伴い、連結の範囲に含めております。SHINWA(INDIA)ENGINEERING & TRADING

PRIVATE LIMITED（インド）を連結の範囲に含めたことに伴い、報告セグメントの区分方法を見直しております。従

来 の SHINWA INTEC Co., Ltd.（ タ イ ）、PT.SANTAKU SHINWA INDONESIA（ イ ン ド ネ シ ア ） 及 び SHINWA INTEC

MALAYSIA SDN. BHD.（マレーシア）の区分を「東南アジア」から「アジア・パシフィック」へ名称変更し、

SHINWA(INDIA)ENGINEERING & TRADING PRIVATE LIMITED（インド）を今期分より「アジア・パシフィック」に含め

ております。

なお、前中間連結会計期間のセグメント情報については、変更後の表示方法により作成したものを記載しており

ます。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。


